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研究成果の概要（和文）：近年、安全で安心便利なエネルギー貯蔵技術の相変化潜熱蓄熱材が非常に注目されて
いる。相変化蓄熱材が内包されたマイクロカプセルは、床暖房、寝具など、様々な産業分野において用いられて
いる。しかし、既存の蓄熱カプセル作製する技術のほとんどは、パラフィン等の低分子相変化材料を内包するた
め、カプセル壁の破壊、芯物質の漏洩、さらに、パラフィンの引火の危険性等の問題がある。こうした問題を根
本的に解決するために、本研究では、ゲルの三次元網目構造に結晶成分を導入することにより、芯物質漏洩の問
題が存在しない高耐熱性を有する蓄熱結晶性ゲルマイクロ「カプセル」（粒子）の開発を行った。

研究成果の概要（英文）：Low thermal stability and the shortage of core leakage strongly limit the 
application of conventional energy storage microcapsules. This study focuses on a novel strategy to 
develop a new phase change material with excellent thermal durability without core leakage, which is
 P(BeA-co-MMA) copolymer microcapsule with crystalline n-alkane side chains. Under the protection of
 polymer main chains as the shell or skeleton structure on a nano-scale, the crystalline side chains
 as the core will no longer suffer loss and will maintain stability in use. The P(BeA-co-MMA) 
microcapsules provide energy storage capacity in the temperature range of 48-62 °C with the highest
 enthalpy of 105 J/g. The 5% weight loss temperature is more than 315 °C, which is high enough to 
withstand the general polymer processing temperature to open the possibility of developing energy 
storage modified fiber and polymer materials as functional fillers.

研究分野：高分子・有機材料科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、新しい方法で、シェルとコアの境界をなくした新しい構造を有する結晶性ゲルマイクルカプセル
（C-gel MC）を提案し、開発を行った。C-gel MCでは、内包するものは、壁材と同じく架橋した高結晶性ゲルか
ら構成しており、充填や漏洩の問題自体が存在しない。
本研究のC-gel MCは、従来技術におけるシェル破壊、芯物質の漏洩、パラフィンの引火の危険性等の諸問題を根
本的に解決できる。さらに、C-gel MCの網目・結晶構造―機能の相関性を解明することで、新規高耐熱性蓄熱材
の分子設計に学術的に重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 近年、安全で安心便利なエネルギー貯蔵技術の相変化潜熱蓄熱材が非常に注目されている。

相変化潜熱蓄熱材は、物質の状態が変わる際に、吸収あるいは放出される融解熱や凝固熱などを

利用して、小さなスペースで大きな量の熱を貯蔵/放出する方法である。蓄熱材が内包されたマ

イクロカプセルは、床暖房、寝具など、様々な産業分野において用いられている。 

 内包する蓄熱材はその蓄熱量が十分に大きいことが必要である。加えて、安全でハンドリング

が簡便な材料が求められている。有機系潜熱蓄熱材中でパラフィンは最もよく使用されている。

しかし、パラフィン内包マイクロカプセルは、製造過程において、パラフィンをマイクロカプセ

ルに確実に内包することができないため、（１）マイクロカプセルに空洞が生じる。また、使用

時にはマイクロカプセル壁（シェル）が破壊し、（２）芯物質（コア）が漏洩を起こす等の問題

がある。さらに、（３）パラフィンは引火性を有する危険物であり、液体の漏洩を防ぐ対策が求

められる。 

 

２．研究の目的 

 既存のパラフィン内包蓄熱カプセルにおけるシェル破壊、芯物質の漏洩、パラフィンの引火の

危険性等の諸問題を解決するために、本研究では、シェルとコアの境界をなくした新しい構造を

有する結晶性ゲルマイクルカプセル（C-gel MC）を提案し、芯物質漏洩がない、カプセル内す

べてに潜熱蓄熱材を充填可能な、高耐熱性を有する新規蓄熱材（図 1）を開発することを目的と

する。 

 

図 1 結晶性ゲルマイクロカプセル（C-gel MC） 

 

３．研究の方法 

 本研究は、長鎖アルキル基を有するビニルモノマーを出発原料として、ゲルの三次元網目構造

に長鎖アルキル基結晶成分を導入し、重合と同時に結晶化過程を制御する「重合結晶法」で、粒

子状 C-gel MC を合成する。乳化重合で C-gel MCのサイズと分子量をコントロールする一次構

造の形成を制御すると同時に、芯物質（コア）の側鎖結晶が形成する結晶化過程を制御する。主

鎖は C-gel MC のシェルとなり、側鎖結晶は相変化物質でありコアとなる。従来技術のパラフィ

ンの固体―液体相変化とは違って、側鎖結晶は結晶―メルトの相転移変化であるため、C-gel MC

が割れても、芯物質の漏洩が起こらない。従来技術におけるその他の諸問題、充填不足、パラフ

ィンの引火の危険性等も解決でき、本研究は相変化潜熱蓄熱材の作製技術における革新的アプ

ローチである。 

 
４．研究成果 

 C-gel MCの動作温度(相変化温度)を制御することに成功した。C-gel MC の動作温度は結晶の

融点に依存するため、モノマーの分子構造を設計することで、融点が異なる 7 種類 C-gel MC の



合成に成功した。合成した C-gel MC はほぼ球状であり、高い結晶性と潜熱量をもっている

ことが分かった。示差走査熱量計（DSC）の結果により、合成した C-gel MC 粒子の融点が 5

～65 ℃の温度域にあり、我々人間が快適な生活を営むために最も消費されている 0～70 ℃の中

低温度域の熱の有効利用が可能な蓄熱材であることが確認できた。最もシャープな融点ピーク

をもつ C-gel MC は、蓄熱能力の指標である潜熱量が最も高い値 105 J/g を示し、高い潜熱蓄熱

機能を有することがわかった。また、熱重量分析（TGA）の測定結果より、合成した C-gel MC

は５％熱重量減少温度が 300 ℃以上であり、優れた耐熱性も示した。 

 本研究で合成した C-gel MCは、芯物質漏洩の問題が存在しない高耐熱性を有する蓄熱材とし

て、中低温度域の熱の有効利用への応用に期待できる。 
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